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1．赤ちゃんの症状を見るポイント

・ミルクを飲まない

・咳き込んで吐く

ぼっくるんホームページより引用 一部改訂



①事故など

・頭を強く打った ・手足を強く打った
すぐ泣かなかった 腫れている変形している
動かさない
何回も泣く ・腹部を強く打った
ぐったりしている 吐きだした
打撲したところが 顔色が悪くなった
ぶよぶよしている
痙攣が起こった ・やけどをした

・ミルクを飲まない



②急病時の赤ちゃんの見方と受診目安の問診票

小児救急医学会ホームページより引用



2．何か変かなと思ったら…

何か変かなと思ったときに相談や受診が
できるようお家の近くでかかりつけ医を
決めておくことをお勧めします

かかりつけ医が休診などで慌てないよう
夜間・休日急患診療所を含め2～3カ所
決めておくとよいでしょう



もしもの時の相談先

携帯電話
プッシュ回線

ダイヤル回線

東京消防庁救急相談
センター

＃7119 03-3212-2323

東京都医療機関
案内サービス
ひまわり

03-5272-0303 03-5272-0303

医療相談電話 ＃8000 03-5285-8898

医療相談電話受付時間
月～金 午後6時～翌朝8時
土・日、祝日、年末年始
午前8時～翌朝8時

東京都消防庁救急相談センター
東京都医療機関案内サービス
24時間受付可能



3．赤ちゃんのおむつかぶれとおへそ

赤ちゃん（新生児）は
大人と比べ、皮膚が薄く、
肌荒れを起こしやすい

おしっこ、ウンチを
する回数が多い

排泄後すぐにうったえる
ことができない

排泄物が付着したままの
時間が長い

皮膚がふやけやすく
摩擦に弱い

①おむつかぶれはなぜ起きる？



②おむつかぶれのサイン



・こすらない
・こびりついたウンチはこすらずシャワーなどで
洗い流しましょう
・摩擦予防のため、赤ちゃんに合ったおむつを
使用しましょう

・きれいに保つ

・赤ちゃんが泣きだしたり、機嫌が悪い時は

おむつを確認し、汚れていたら替えてあげましょう

・必要時保湿剤を使用する
・ウンチのこびりつきがひどい場合は、お尻にワセリンを
塗って保湿し、とりやすくしましょう

③おむつかぶれの予防のポイント



④赤ちゃんのおへそ

・おへそがとれる時期

一般的には出生後7日から20日ぐらいですが

個人差があります

・おへその異常

おへそが赤くなっていたり
ジュクジュクが続きます

おへそから匂いがします

おへその肉が盛り上がって
イボのように見えます

ばい菌



⑤おへそのジュクジュクはどうしたらいい？

★受診の目安★
おへそが臭う
出血が続く・繰り返す
ジュクジュクが良くならない

・おへそを強くこすらないようにして水分をとりましょう
・へその緒が取れた後も乾燥するまでは清潔を
心掛けましょう
・おへそがジュクジュクした場合、おむつがおへそに
あたらないように止めましょう



4．母子手帳の活用

母子手帳には産前・産後の母親の生活、赤ちゃんの
生活、低出生体重児の届け出、未熟児への医療の
給付について詳しく書かれています

予防接種の記録やかかった病気（はしかなど流行性
疾患）など記入し、医療保険の記録としても大切な
ものです

医療機関を受診する際は必ず持参しましょう



①予防接種の目安・記録
予防接種の目安は決められています
実際に接種するスケジュールはかかりつけ医に相談しましょう

NPO法人VPDを知って、子どもを守ろうの会ホームページより引用



母子手帳には平均値が記してあります
新生児・乳児期の発達には個人差が大きく幅が
あるので目安として、赤ちゃんの成長発達のペースを
見守りましょう

②成長記録の欄の記入

アサヒグループ食品（株）ホームページ「身体発育曲線」より引用



③赤ちゃんの発育・発達の目安

※成長発達には個人差があるためとらわれすぎず参考程度にしてください



④母子保健サービス
新生児訪問や乳幼児健康診査や、予防接種などが
あります

赤ちゃんとご家族を地域でサポートできるよう
母子手帳には様々な相談先が記してあります

うえせ子どもホームページより引用



5．産後子育て支援

産後、さまざまなサポートがあります

お住いの地域によって 受けられる支援が変わる
ことがあります

練馬区の主なサポートをご紹介します



①産後ケア

・主な産褥ケア内容
お母さんのケア
健康状態のチェック疲労回復のための休息
乳房ケア
赤ちゃんのケア
健康状態・体重のチェック
育児相談
母乳ミルクのあげ方のアドバイス・沐浴指導など

・産後ケアとは
退院後少しでも安心して過ごせるよう助産師、
看護師が行う育児サポート体制です
日帰り・宿泊型・産後訪問ケアがあります



・対象となる方

育児不安や心身の不調を訴える産後1年未満の母子

母子ともに医療的ケアが必要でない方

（宿泊型は産後4か月まで）

・産後ケアを受けるには

管轄の保健相談所に事前に申請が必要となります

産後ケアはお住いの地域によっては
受けられないこともあります（有料となります）

詳しくは管轄の保健相談所にお尋ねください



・育児支援ヘルパー
産前産後の体調不良により、家事支援等を
必要とするご家族に、日常的な掃除・洗濯・食事の
支援などお手伝いするヘルパーを派遣

・助産師ケア
練馬助産師会実施事業や助産師による
乳房ケアや、育児相談

・産科医療機関実施事業

産科医療機関が実施する乳房ケアや育児相談

②その他の産後子育て支援



・子育て支援講座
区が協定を結んだ事業者が実施する
支援講座

・ファミリー・サポート
子育ての「援助を受けたい人」と「援助を行いたい人」が
会員となり、地域で相互援助活動（有償）を行います

・一時預かり
家庭において保育を受けることが一時的に困難と
なった乳幼児を保育所・幼稚園・認定こども等で
一時的に預かります



①NICU（新生児集中治療室）とは
少し小さく生まれたり、治療を必要とする赤ちゃんが
入るお部屋です
集中ケア・感染対策に特化しています
ゆっくりと抱っこやカンガルーケアができプライベート
空間が感じられます

6．赤ちゃんの病棟紹介



②GCU（回復治療室）とは

NICUで体重が大きくなり、状態が安定した赤ちゃんが
お家に帰る準備をしたり、出生後に治療はしなくても
経過観察が必要な赤ちゃんのお部屋です
ご家族が育児手技練習のため、GCUには授乳室や
沐浴室があります


